
平成２３年度版鳥取県環境白書（施策編）の発行について

平成２３年９月５日

環 境 立 県 推 進 課

鳥取県環境白書は、「鳥取県環境の保全及び創造に関する基本条例（平成８年 10月８日鳥取県

条例第 19号）」第８条第１項の規定に基づき、環境の状況並びに環境の保全及び創造に関して講

じた施策及び講じようとする施策を県民に明らかにするものです。

環境白書については、年度当初に講じようとする環境施策を取りまとめた「施策編」を公表し

て、県民の方々が利用可能な各種支援制度の周知を図ることとしております。

このたび、「平成２３年度版鳥取県環境白書（施策編）」（６月補正分含む）を取りまとめまし

たので、県ホームページ上で公表することとします。

なお、「環境の現状及び講じた施策の状況」については、前年度の各種データがまとまり次第、

「実績編」として別途公表（例年１２月頃）することとしています。

１ 鳥取県環境白書の概要

○鳥取県環境白書は、県が環境分野で力を入れている次の重点取組みテーマ（現在策定中の第

２次鳥取県環境基本計画の６つの目標）に分類して、各種事業の概要を掲載しています。

（掲載事業の例）

Ⅰ エネルギーシフトの率先的な取組

・スマートタウンの推進〈再生可能エネルギー導入モデル事業〉（新規：６月補正）

Ⅱ 環境負荷低減の取組みが経済活動として循環する社会経済システムの実現

・リサイクルビジネスモデル支援事業（新規：当初）

Ⅲ ＮＰＯや地域・企業などと連携・協働した環境実践の展開

・バイシクルタウン推進事業（新規：６月補正）

Ⅳ 安全で安心してくらせる生活環境の実現

・持続可能な地下水利用検討事業（継続）

Ⅴ 自然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全な自然生態系の確保

・里地里山環境再生総合対策事業〈集落型里山林整備モデル事業〉（新規：６月補正）

Ⅵ 美しい景観の保全ととっとりらしさを活かしたまちなみづくりの推進

・歴史文化が薫るまちづくり推進事業（新規：当初）

２ 環境白書の入手方法

○ 県のホームページに掲載 【平成２３年度版 鳥取県環境白書ホームページ】

鳥取県ホームページ（とりネット） → とっとりエコなび → 鳥取県環境白書

http://www.pref.tottori.lg.jp/econavi/

○ 県内のすべての図書館、県地方機関及び市町村等に設置してある公共用端末（インターネ

ット）や環境担当所管課の窓口で入手可能



この環境白書は、「鳥取県環境の保全及び創造に関する基本条例」第８条第１項の規定に基づき、環境の状

況並びに環境の保全及び創造に関して講じた施策及び講じようとする施策を取りまとめたものです。

環境白書については、年度当初に講じようとする環境施策を取りまとめた【施策編】を公表して、県民の方々

が利用可能な各種支援制度など周知を図っております。

「平成２３年度の環境の現状」及び「平成２２年度に講じた施策」については、【実績編】として、前年度

の各種データがまとまり次第公表いたします。

本白書が多くの県民、事業者などの皆様に活用され、事業者などの皆様に活用され、環境への関心の高まり

や、環境活動への具体的な取り組みへつなげていただければ幸いです。

平成 ２３年 度 に講 じようとする施 策 【施 策 編 （平 成 ２３年 ７月 公 表 ） 】

１．エネルギーシフトの率先的な取組

1.1 エネルギーシフト戦略の検討
1.2 再生可能エネルギーの導入加速
1.3 スマートタウンの推進
1.4 再生可能エネルギー導入に併せた新たな仕組みや技術の創出

２．環境負荷低減の取組みが経済活動として循環する社会経済システムの実現

2.1 ４Ｒ社会の実現
2.2 リサイクル産業の振興
2.3 低炭素社会との調和
2.4 廃棄物の適正処理体制の確立

３．ＮＰＯや地域・企業などと連携・協働した環境実践の展開

3.1 環境教育・学習の推進
3.2 企業・家庭における環境配慮活動の推進
3.3 社会システムの展開

４．安全で安心してくらせる生活環境の実現

4.1 大気・水・土壌環境の保全と地下水の適正管理
4.2 環境汚染化学物質の適正管理
4.3 環境影響評価の推進
4.4 北東アジア地域と連携した環境保全推進

５．自然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全な自然生態系の確保

5.1 三大湖沼の浄化と利活用の推進
5.2 生物多様性・健全な自然生態系の保全
5.3 農地・森林等の持つ環境保全機能の確保
5.4 人と自然のふれあいの確保

６．美しい景観の保全とっとりらしさを活かしたまちなみづくりの推進

6.1 美しい景観の保全・再生
6.2 歴史的、文化的まちなみの保存と整備


